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我々は認知機能低下の早期発見に向けた認知機能スクリーニングツールの開発に取り組んでいる． 

本稿では八王子市の高齢就業者を対象に歩行動作指標と脳波指標を用いた認知機能評価を行った． 

その結果，各生体指標において有意な傾向がみられ，認知機能評価に有効であることが示唆された．  
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1． 序論 

世界の認知症患者は増加傾向であり，2050 年に

は 1 億 5,200 万人に達すると推定されている[1]．認

知症治療の時期によって予後に大きな差が現れる

ため，早期に開始することが重要である．そこで，

我々は認知機能低下の早期発見に向けて，認知機

能スクリーニングツールの開発に取り組んでいる． 

歩行動作において複数の認知機能が必要であり，

特に認知機能低下によって，遊脚相における歩行

の安定性が低下することが考えられる．加えて，認

知機能低下に伴って注意散漫になり，標的としな

い刺激に対しても脳波認知反応が生じることが考

えられる．本稿では，八王子市の高齢就業者を対象

として，歩行の不安定性と注意散漫の発生を歩行

周期と脳波から計測し，各生体指標における認知

機能評価における有効性を調べた． 

 

2. 実験概要 

2.1 実験協力者 

 本稿では，2024 年 6 月から 8 月までに八王子市

シルバー人材センターで就業した 61 歳から 86 歳

までの会員 27 名を対象とした．また，工学院大学

のヒトを対象とする研究倫理審査の承認（認知機

能の神経心理指標と生理指標の相関関係 2022-A–

25）を得たうえで実施した．視覚や聴覚の矯正具の

使用は実験協力者の任意とした． 

2.2 認知機能検査 

実験協力者に対して，認知機能検査 MMSE, 

MoCA-J を実施した．そして，MMSE 24 点以上の

実験協力者を対象に，MoCA-J 26 点以上と 26 点未

満の 2 群に分類した．その内訳を表 1 に示す． 

 

2.3 歩行動作課題 

Web カメラを用いて歩行動作の計測を行った．

実験協力者には直線上 7m を歩行させ，その矢状

面を 60fps で撮影した．本実験では右脚の遊脚相に

着目し，遊脚相時間の平均𝜇と標準偏差𝜎から変動

係数𝐶𝑉を求めた[2]．遊脚相変動係数が高いほど，歩

行が不安定であると評価できる．右脚の歩行周期

を図 1，歩行動作の遊脚相変動係数を式(1)に示す． 

𝐶𝑉 =  
𝜎

𝜇
× 100 (1) 

 

 

表 1 実験協力者の内訳 

MoCA-J 得点（点） 26–30 0–25 

実験協力者数（人） 11 16 

 

 

図 1 右脚における歩行周期 
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2.4 脳波認知反応課題 

 文字入力型 Brain-Computer Interface を用いて脳

波計測を行った．画面上に 5 行×10 列の文字盤を

表示し，実験協力者には緑色に点灯した標的刺激

を注視させた．その後，無作為に行・列を点滅させ，

そのときの脳波認知反応を計測した．点滅刺激に

対する脳波認知反応を図 2 に示す．本実験では脳

波認知反応WithoutP300に着目した[3]．WithoutP300

が低いほど，注意散漫であると評価できる． 

 

3．結果と考察 

3.1 歩行動作による認知機能評価 

 MoCA-J 得点群における遊脚相変動係数を図 3

に示す．マン・ホイットニーの U 検定の結果，5%

水準で認知機能低下に伴う遊脚相変動係数の有意

な増加が認められた．これより，認知機能低下に伴

って歩行が不安定になることが示唆された． 

 

3.2 脳波認知反応による認知機能評価 

MoCA-J得点群におけるWithoutP300を図 4に示

す．マン・ホイットニーの U 検定の結果，認知機

能低下に伴う WithoutP300 の有意な減少傾向がみ

られた．これより，認知機能低下による注意散漫の

発生が示唆された． 

 

4．結論 

本稿では歩行の不安定性や注意散漫の発生によ

る認知機能評価を行った．その結果，各生体指標に

おいて認知機能低下に伴う有意な傾向がみられ，

認知機能評価における有効性が示唆された．一方

で，八王子市の高齢就業者に限定されているため，

他の属性における有効性を引き続き検討していく． 
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図 2 点滅刺激に対する脳波認知反応 
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図 3 MoCA-J 得点群における 

歩行動作の遊脚相変動係数 
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図 4 MoCA-J 得点群における 

脳波認知反応 WithoutP300 
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